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im Jahre 1470 in Augsburg

Kazuhiko KUSUDO (Hiroshima University)

I.はじめに

本研究の課題は, 1470年にドイツのアウグス

ブルクで開催された「寄射撃大全」の準備と開

催に要した経費に関する年代記作者P.H.マイ

ルの記述を邦訳することである。

ドイツ中世後期の諸都市においては,都市当

局が「公開射撃大会」 -様々な身分と地域か

らの射手が参加する奪あるいは銃による射撃大

会-を実施していた。公開射撃大会の中でも

琴による射撃大会は14世紀後半に,また銃によ

る射撃大全は15惟紀前半に,各都市で実施され

るようになった。例えば,ドイツ南部の都市ア

ウスブルクでは, 1370年6月に「よその都市

の射手も参加した最初の大きな〔琴による〕射

撃大全」が開催され, 1430年には「円盤を的に

した銃射撃大全」が初めて開催されている1)a

15世紀後半になると,射撃の競技規則に共通化

が見られ,また賞品が高額化し,射撃競技以外

の走挑投などの「余興競技」も多様化していっ

た2;。例えば,本研究で取り上げる1470年のア

ウグスブルクでの琴射撃大会では, 「100グルデ

ン相当の金メッキ皿」の-等質を始めとする全

部で40の賞品が射撃競技に提供され,この他に

競走・跳躍・石投げ・競馬・馬上槍試合・九柱

厳などの余興農技も実施された3)0

このような公開射撃大会の開催に当たって,

都市当局は賞品の準備・競技会甥の整備・宿泊

所の準備など,大会の開催と運営のために「都

市会計」から様々な経費を支出した。しかしな

がら,公開射撃大全に関する先行研究では,主

として射撃克郎麦の方法や余興競技の種類あるい

は賞品に関心が向けられ,射撃大全の開催経費

に関しては余り関心が向けられなかった4㌦　そ

こで,本研究では,公開射撃大会の経済的な意

義を解明していくための第一歩として, 1470年

にアウグスブルクで開催された「腎射撃大会」

の軽費に関するP.H.マイルの記述を邦訳する

ことにするO

ところで　P.H.マイル(1517-1579)はア

ウグスブルクの参事会役人を務める一方で, 「年

代記作者,剣術書の作者,歴史的資料の収集家」

でもあった51。これらの史料と並んで,・彼はr琴

と銃の射撃に関する記録J ・(以下ではr記鈍　と

略記)をも残している6つ。このr記録」には,

1509年に開催された腎と銃による公開射撃大会,

1560年にシュツットガルトで開催された考射撃

大会, 1567年にアウグスブルグで開催された琴

射撃大会,これらの大全に関する詳細な記録な

ど, 1411年から1579年までの主としてアウグス

ブルクにおける射撃大会に関する記録が載録さ

れている7)。本研究で訳出する1470年の琴射撃
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大会の経費に関しては　296丁から299丁におい

て記載されている。

I. 「腎射撃大全」の開催経費-

P.H.マイルによる.F記録1の邦訳

G.フライタークが指摘しているように8),ア

ウグスブルクにおける公開射撃大会は, 15-16

僅紀のドイツ南部の諸都市で開催された射撃大

会の模範をなしていた9)。特に,アウグスブル

ク市参事会が1470年7月5日から開催した等射

撃大会は,この都市で開催された公開射撃大全

の中でも最初の大規模な大全であった。この大

会にはバイエルン公などの貴族を含めて466人

の射手が参加し,戊技は7月5日から16日まで

実施された101。彼らは「100グルデン相当の金

メッキ皿」を始めとする34の賞品を懸けて、

「125歩」離れた「銀色の紙」の標的に向かって,

「43射」を行った11)。射撃競技では, 「遠来賞」

や「命中賞」を含めて全部で40の賞品が提供さ

れ,これらの賞品の総額は935グルデンであっ

た12)この大会では射撃競技の他に,射手によ

る「350歩の競走」 「片脚での3跳躍」 「45ポ

ンドの重さの石投げ」 「鼠馬」が実施され, 「下

男と下女のための競走」や都市貴族による「単

騎馬上槍試合」も実施され,参加者や見学者に

よる「九柱戯」の他に「富くじ」も実施された13)。

この腎射撃大会に参事会が支出した経費につ

いて, P.H.マイルは以下に訳出するような記

録を残しているO邦訳に当たって, 〔 〕内の

語句は訳者の挿入である14)なお, 「ヘラT」

「シリング」 「グルデン」は当時アウグスブル

クで使用されていた通貨であり, 1シリングが

12へラーに, 1グルデンが240へラーに相当し

た(「プフント」は貨幣ではなく計算単位であり,

240プフント・ヘラーが1グルテンに相当した15)。

1470年の腎射撃大会の開催費用に関する

P. H.マイルの記録の邦訳

1470年のローゼナウにおける射撃大会。参事会

はこの年に,告示された射撃大会と富くじを開催

した。以下は,この書状を配達する使者に対する

報酬と酒代であり,他の支出を含む。書状は聖セ

バスチアンの日〔1月20日〕に送付された。最初

は,書状〔を綴じる〕糸のために2シリングと8

ヘラー。 15通の書状を配達する使者のために1グ

ルデン。バイエルン公への書状〔を届ける使者〕

のために1プフント・ 1シリング。ビュルテンベ

ルクへ9通の書状を〔配達する〕使者のために1

プフント・12へラー。レーゲンスプルクへ若干の

書状を〔配達する使者の〕ために1プフント・ 1

シリング。 3通の書状〔を配達する使者〕の酒代

に1プフント・ 1シリング。若干の書状〔を配達

する使者〕の酒代に1プフンh・6シリング・4

ヘラー。若干の書状〔を配達する使者〕の酒代の

ために10シリング・ 2ヘラー。若干の書状〔を配

達する使者〕の酒代のために1プフシトO射手状

のために1プフント。若干の書状〔を配達する使

者〕の酒代のために1プフント。ランツフートへ

2通の書状〔を配達する使者〕のために4シリン

グ。 9通の書状〔を配達する使者〕の酒代のため

に1プフント・ 1シリング・2ヘラー。 8通の書

状〔を配達する使者〕の酒代のために5シリング

・ 2ヘテ-0 〔スイス〕同盟国に44通の書状を配

達したフランツ・プラウナーに7グJL,デン・10シ

リング。 14通の書状〔を配達した使者〕の酒代に

2プフント。若干の書状〔を配達した使者〕の酒

代に13シリング。エッガーとアイカへ2通の書状

〔を配達した使者〕の酒代に12シリング。 16通の

射手状〔を配達した〕使者の報酬として2ブルア

ン・1プフント・14シリング・4へラーO若干の

書状〔を配達した〕使者の報酬として8グルデン。

若干の書状〔を配達した〕使者の報酬として8グ

ルデン・ 3シリング。封鎖のために13シリング・

2ヘラー。関税官への書状のために1プフント。

射撃大会と富くじを告示する278通の射手状を作

成した都市書記のコンラートと,書写を助けた5

人の書記のために40グルデン16)

旗の費用。富くじの旗を作製した画家コンラー

ト・ボルトに2プルアン。旗に賞品を措いた彼に

1プルデン。嘘柏織りの旗を織ったヘクトール・

ミューリッヒに20プルテざン・ 1プフント・4シリ

ング0 65の旗を作製したベーター・ピッシンガー

に4プフント6シリング・4へラー。旗と標的小屋

に絵を措いた画家ミカエル・フォン・ケッツに2

グルデン。旗の縁飾りのために7シリング・ 4ヘ

ラー。これらの旗を射撃大会〔会場のローゼナウ〕
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に運んだ少年のために9プフント・10シリング・

4ヘラー。彼らに6プフント・15シリング・4ヘ

ラー。画家たちに13シリング・2ヘラー。 3つの

横に2プフント。 9つの旗に4プフント・16シリ

ング。 4つの旗に2プフント・13シリング・ 2ヘ

7.~o

旗の費用。射撃の公告のためにヘクトール・ミ

ューリッヒに9グルデン。旗を運んだシェーン・

シェフラーの息子に5シリング・ 2ヘラー。旗〔を

立てる〕板のために8シリング。旗を運んだ少年の

ために9シリング・ 2ヘラー。射撃大全の旗を作

製するために8グルデン・2プフント0　5つの旗

を〔作製した〕プランケン・マーラーに1ブルデ

ン・ 2プフント・8シリング。

標的小屋〔標的を固定するための小屋〕とその

他を建築する費用。最初に,ローゼナウに〔建築

される〕標的小屋の輝のために11プフント・14シ

リング・ 4ヘラーB棟的小屋の費用として1プフ

ント・10シリング。標的小屋のための支出として

3プフント。標的小屋〔を建設する〕 4箱の腰の

ために1プフント・ 4シリング。標的ノ」、屋「を建

設する〕輝のために7プフント・9シリング・4

ヘラー。 10人の標的係のために12プフント・15シ

リング。標的小屋で矢を集める人のために1ゲル

デン・ 1プフント・4シリング。標的〔となる円

壁)を銀色に〔着色〕する画家のためにユ5プフン

ト・12シリング。 〔矢を運ぶ〕桶のために8シリ

ング。標的係のために4プフント・ 7シリング・

2ヘラーO標的甥のために4プフント1 7シリン

グ・ 2ヘラー。標的小屋とその他のために7プフ

ント・13シリング・ 4ヘラー。さらに, 1グルデ

ン・ 1ラフント14シリング。射撃大会の30の標

的のために2プフント。さらに, 2プフント・1

シリング。標的係のために1プフント・18シリン

グ・4ヘラー。

大工・製箱業者・鍛冶業者・錠前業者への支払

いと,木材と板への支出。鍛冶業者に2プフント

・ 8シリング。大工の日当と木材と板への支出と

して5ブルアン・52プフント・ 7シリング・ 4ヘ

ラーo鍛冶業者に1グルデン・4プフント・6シ

リング。水道管を作製するために46プフント・10

シリング・ 3ヘラー。鍛冶業者に42プフント・13

シリング・ 4へラー。日当及び様々な木材と板の

ために42プフント・13シリング・ 4ヘラー。聖霊

降誕祭の夕べの日当と,建設のための様々な費用

として52プフント・13シリング・ Zへラー。鍛7台

業者に8プフント・16シリング・4ヘラー。凋製

造業者と網に3プフント。さらに, 17プフント・

3シリング・ 4ヘラー。大工に45プフント。様々

な木材と板及び日当に58プフント・ 5シリング・

5ヘラーD施療院の従者の酒代に10シリング・ 4

へラーO　日当と木工物に46プフント・14シリング

・ 1ヘラー。鍛冶業者に14プフント・19シリング

・ 2ヘラー。さらに, 1プフント・17シリング・

4ヘラー。銀食器を人鞍る食器棚を作製する箱製

造業者に5プフント・12シリング・4ヘラー。木

材と日当,その他に6ブルデン・12プフント。大

工への日当に42プフント・ 8シリング。様々な道

具を作製する労働のために21プフント・ 2シリン

グ。警衛のために2プフント・6シリング。警衛

のために13プフント・Zシリング・4ヘラー。警

手のために5プフント・ 3シリング・2ヘラー。

その他の費用として21プフント・4シリング・2

ヘラーO　さらに6プフント。太鼓手に6プフント。

射撃大全のために購入したワイン。市長のウリ

リッヒ・シュヴアルツから,聖ウルバ二の日〔5

月22日〕に, 15アイメル〔1アイメルは約60リッ

トル〕入った2樽のワインを購入する費用として

26グ)i,デン・13シリング・ 2ヘラー。ハンス・グ

ッキンガーから14アイメル入った2樽のワインを

購入する費用として24グルデン・ 2プフント・10

シリングO　シモン・タ-クァンクからワインを購

入する費用として7ブフント・18シリング。ウル

リッヒ・クーニッヒから10.25アイメルのワインを

購入する費用として26グルデン・ 2プフント・16

シリング。ワインの前払いと貯蔵のために3プフ

ント・13シリング・ 2ヘラー。ハンス・グッキン

ガーから4栂のワインを購入する費用として29グ

ルデン・ 2プフント・ 9シリング・ 2ヘラー。ワ

インの貯蔵のために2プフント・ 2シリング・4

ヘラー。ウルリッヒ・クエニッヒからイタリアワ

インを購入する費用として43グルデン。アンドレ

アス・ヴァイスからイタリアワインを購入する費

用として37グルデン・ 1プフント・14シリング・

4ヘラーO　ゲオルグ・メッツが-からイタリアワ

インを購入する費用として129グルデン・ 3プフ

ント・ 4シリングo　ワインの運搬と貯蔵庫のため

に1グルデン・2プフント・13シリング。ワイン

の運搬のために1グルデン。

パンとチーズについて。チーズの前払いのため

に13グルデン・ 2プフント・ 6シリング・ 4ヘラ

ー150個のチーズのために15グルデン・15シリン
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グ125個のチーズのために12グルデン・ 1プフン

ト・14シリング・ 4へラー。チーズの運搬と清掃

のために1プフント・17シリング・2ヘラー。射

撃大会が続く間パンを焼くヨ-ゼン・タークラン

クに134プルデン・19シリング・2ヘラー。パン

を運搬する人に2プフント・6シリング・4ヘラ

ー。 50個のチーズのために6ブルアン・17シリン

グ。チ-ズを取り出す人のために1プフント・14

シリング・ 2ヘラー。

参事会が料理のために屋外に張ったテントにつ

いて。調理場での様々な食器のために2プフント。

調理場に1プフント・13シリングO　ラードO持ち

運ぶ30のローソクのために5グルデン.調理場に

おける3つの脇腹肉のために19シリング・ 4ヘラ

ー。詞理場で〔必要な物を〕購入するエ7'Wbト

・ゲーリングに56プフント。 28個のグラスのため

に1プフント・14シリング。木製コップのために

3プフント。調理場のローソクのために3プフン

ト。調理場で〔必要な物を〕購入するエアハ!レト

・ゲーリングに6グルデン・30プフント。木製食

器のために4プフントO木製の杯のために13プフ

ント・5シリング・4ヘラー。木製の杯とコップ

のために6プ7ントC.飲み屋のために5プフント

・ 9シリング。射撃大会と富くじとのテントで使

用する食器を作る桶屋に23プフント・ 17シリング。

射撃が続く間行われたダンスについて。夜の舞

踏会のための19プフント〔1プフントは約490グ

ラム〕のローソクに2プフント・4シリング14

へラー。ダンスのための12のローソクに2ゲルア

ン。ダンスのための6プ7ントのローソクに14シ

リング。ダンスのための69のローソクに1ブルデ

ン。ワインに14シリング・4ヘラー17)

大富くじO富くじの賞品を作成するバルト・マ

ーラーに1グルデン。賞品が描かれた衣服の布に

12シリング・3ヘラー。 〔富札を入れる〕壷に必

要な亜麻布に12シリング・ 3ヘラーO壷に必要な

若干の道具に15シリング・ Zへラー。壷に必要な

枠を作る箱製造業者に6シリング・ 4ヘラー。豆

に必要な2つの鍵のために6シリング・ 4ヘラー。

壷から札を取り出す2人の書記に29グルアン・ 1

プフント・ 4、・シリングO　その他の仕事をする人の

ために27プフント・ 3シリング。壷の上に扱ける

1枚の布のために1プフント・7シリング。 〔壷

の〕移動に1グルデン。壷に必要な木製の桶のた

めに2プフント。札を切るナイフ1本のために16

シリング。 〔当たり〕札を読み上げる小屋のため

に2プルアン。竜の中の札を数えて,整えたヴァ

レンテイン・フーバーに2グ)I,デンO

射撃大会の〔賞品の〕ために放入された銀製食

器についてo金メッキされた小さな十字架のつI、
た11ブルデンと9グルアンの杯を作製した金細工

師のハンス・ティ・トシュリンガ一に20グルデン。

40グルアンと50グルデンの金メッキされた高塀、

及び12プルアンの金メッキされた皿を作製したベ

ーター・バニフィングに102グルデン。 13グルデ

ンと5ブルデンの杯を作製したジルヴ7スタン・

ナタンに18プルアン。 76グルデンの金メッキされ

た高塀, 8ブルデンと7グルアンと4グルアンの

柿, 3グルアンの皿, 2グルデンの皿, 1グルア

ンの指輪を作製したアンドレアス・ミューラーに

101グルデン。ハンス・シュヴアイエンから8ブル

デンと10グルデンと16ブルデンの杯を購入するた

めに34グルデン。金メッキされた40ブルデンの高

塀,金メッキされた20グ)i,デンの杯, 18グルデン

と22グルデンと19ブルデンと6ブルデンの杯, 3

グルアンの皿を作學したオックス・フアイゼに128

ブルデン。 30グルデンと36グルデンの金メッキさ

れた高塀と, 15グルデンと6ブルデンの杯を作製

したトーマス・リーガーに87グルデン0 25グルデ

ン・3プフント・4シリングの銀製の高札　30グ

ルデンの金メッキされた高塚, 16グルデンと12グ

ルデンの杯, 18ゲルアンの鍍梨高塀を作製したハ

ンス・マウラーに101グルデン・ 3プフント・ 4

シリング。 20ブルデンと7グ/レデンと6ブルアン

(2個)と4ブルアンの杯を作製したペ-ター・

グラウスに43グルデン。金細工師の職人たちの酒

代として, 4プフント・16シリング。高塚を作製

したA>-ドヴイッヒ・ボスヴアイルに25グルデン。

富くじとローゼナウにおける射撃大会のために金

メッキされた高塀を3つ作製した金細工師のハン

ス・ミューラーに189グJL,アン。

Ⅲ.終わりに

P.H.マイルによる1470年の考射撃大会の経

費に関する記述から,アウグスブルク市の参

事会はこの大会に対して,表いこ見られるよう

な支出をしたことが明らかになる。

この裏に見られるように, 1470年の考射撃大

会に要した費用は1,512グルデン1.009プフ

ント(ヘラー)・3シリング・6ヘラーであった
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表I. 1470年の督射撃大全の経費

支 出 項 目 G . P f. Pt H .

射手状 の作成 と配達 66 22 15 6

旗 の作製 .運搬 など 43 3 5 19 -

標 的小屋 の建 設 , 標的 . 桶の作製 な ど 2 76 10 6

大工 . 製箱業者 .鍛 冶業者 .錠 前業者 12 536 16 l l

ワイ ン 3 16 2 9 13 2

パ ンとチ ーズ 180 12 9 6

調理場 に必要 な品 ll 250 17 8

舞踏会 での照明 な ど 3 3 12 8

富 くじ 3 7 3 2 12 3

n ntin の銀製 11 84 2 7 16 4

ft 1512 1009 3 6

G-Gulden, Pf-Pfund, /?-Schilling, H-Heller.

(約2,521グルデン余18)

しかしながら,都市会計帳簿に基づく　P.H.

マイルの記述の検証,大全経費の都市会計全体

に対する意味,当時の貨幣価値などの諸問題に

関しては,今後の課題としたい。
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